
(57)【要約】

仮想内視鏡法を実行するためのシステム（１００）と方

法（２０５～２６５）が提供される。この方法（２０５

～２６５）は、内腔の３次元(3D)データを使用して距離

マップを計算するステップ（２１０）；内腔のMPR（多

平面復元）を、内視鏡位置にある内腔に直交して計算す

るステップ（２２０）；内腔のMPR上で第１の領域成長

を、内視鏡位置において実行するステップ（２２５）、

ここで第１の領域成長に関連するデータはマークされて

おり（２３０）；第１の領域成長のマークされたデータ

から最小距離と最大距離を、距離マップの相応する距離

を使用して計算するステップ（２４０）；内腔のMPR上

で第２の領域成長を、第１の領域成長の外側にあるデー

タに対して実行するステップ（２４５）、ここで第２の

領域成長に関連するデータはマークされており（２５）

；第１の領域成長と第２の領域成長に関連するデータを

３Dレンダリングするステップ（２６０）；を有する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 に お い て 、
　 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の 多 平 面 復 元 (MPR)を 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の MPR上 で 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ；
　 領 域 成 長 か ら の デ ー タ を マ ー ク す る ス テ ッ プ ； そ し て
　 領 域 成 長 か ら の マ ー ク さ れ た デ ー タ を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す る ス テ ッ プ ；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 ３ Dデ ー タ を 内 腔 か ら キ ャ プ チ ャ す る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 に お い て 、 ３ Dデ ー タ を 、 コ ン ピ ュ ー タ ト モ グ ラ フ （ CT） 、 ヘ リ カ
ル CT、 ｘ 線 、 陽 電 子 射 出 断 層 撮 影 、 蛍 光 透 視 、 超 音 波 、 磁 気 共 鳴 （ MR） 画 像 技 術 の １ つ に
よ り キ ャ プ チ ャ す る 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 内 腔 は 結 腸 、 膵 臓 、 気 管 支 、 気 管 、 洞 、 耳 道 、 血 管 、 尿
道 お よ び 膀 胱 の １ つ で あ る 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 MPRを 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 MPRを 内 視 鏡 位 置 で 計 算 す る 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 領 域 成 長 を 内 視 鏡 位 置 で 実 行 す る 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 領 域 成 長 に 関 連 す る 領 域 の ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 、 投 影 、
表 面 レ ン ダ リ ン グ 、 容 積 レ ン ダ リ ン グ の う ち の １ つ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ 技 術 を 使 用 し て 実
行 す る 。
【 請 求 項 ９ 】
　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る 方 法 に お い て 、
　 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 、 内 視 鏡 位 置 に あ る 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の MPR上 で 第 １ の 領 域 成 長 を 、 内 視 鏡 位 置 に お い て 実 行 す る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 最 小 距 離 と 最 大 距 離 を 、 距 離 マ ッ プ の 相 応 す る 距 離 を 使 用
し て 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 す
る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す る ス テ ッ プ ；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、 ３ Dデ ー タ を 内 腔 か ら キ ャ プ チ ャ す る 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 方 法 に お い て 、 ３ Dデ ー タ を 、 コ ン ピ ュ ー タ ト モ グ ラ フ （ CT） 、 ヘ リ
カ ル CT、 ｘ 線 、 陽 電 子 射 出 断 層 撮 影 、 蛍 光 透 視 、 超 音 波 、 磁 気 共 鳴 （ MR） 画 像 技 術 の １ つ
に よ り キ ャ プ チ ャ す る 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、 レ ン ダ リ ン グ す べ き 第 １ の 領 域 成 長 か ら の デ ー タ を マ ー
キ ン グ す る 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、 レ ン ダ リ ン グ す べ き 第 ２ の 領 域 成 長 か ら の デ ー タ を マ ー
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キ ン グ す る 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、 内 腔 は 結 腸 、 膵 臓 、 気 管 支 、 気 管 、 洞 、 耳 道 、 血 管 、 尿
道 お よ び 膀 胱 の １ つ で あ る 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、 第 １ の 領 域 成 長 お よ び 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ
の ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 、 投 影 、 表 面 レ ン ダ リ ン グ お よ び 容 積 レ ン ダ リ ン グ の １ つ の ３ Dレ ン
ダ リ ン グ 技 術 を 使 用 し て 実 行 す る 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 計 算 さ れ た 最 小 距 離 お よ び 最 大 距 離
に 関 連 す る 閾 値 内 で 実 行 す る 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム に お い て 、
　 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る た め の メ モ リ デ バ イ ス と 、 該 メ モ リ デ バ イ ス と 通 信 す る プ ロ セ ッ
サ を 有 し 、
　 該 プ ロ セ ッ サ は プ ロ グ ラ ム に よ り 動 作 し て 、
　 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 し ；
　 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 、 内 視 鏡 位 置 に お い て 内 腔 に 直 交 し て 計 算 し ；
　 内 腔 の MPR上 で 第 １ の 領 域 成 長 を 内 視 鏡 位 置 で 実 行 し ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 最 小 距 離 と 最 大 距 離 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を
使 用 し て 計 算 し ；
　 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 し
；
　 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 実 行 す る ；
こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ７ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 プ ロ セ ッ サ は さ ら に プ ロ グ ラ ム コ ー ド に よ り 動 作
し て 、 内 腔 の ３ Dデ ー タ を キ ャ プ チ ャ す る 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 ３ Dデ ー タ を 走 査 デ バ イ ス に よ り 、 コ ン ピ ュ ー タ
ト モ グ ラ フ （ CT） 、 ヘ リ カ ル CT、 ｘ 線 、 陽 電 子 射 出 断 層 撮 影 、 蛍 光 透 視 、 超 音 波 、 磁 気 共
鳴 （ MR） 画 像 技 術 の １ つ を 使 用 し て キ ャ プ チ ャ す る 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ７ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー
タ を マ ー ク す る 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 １ ７ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 プ ロ セ ッ サ は さ ら に プ ロ グ ラ ム コ ー ド に よ り 動 作
し て 、 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ か ら 得 ら れ
た 画 像 を 表 示 す る 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ １ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 画 像 を デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス に よ り 表 示 す る 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め に 記 録 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム ロ ジ ッ ク を 有 す る コ
ン ピ ュ ー タ に よ り 使 用 可 能 な 媒 体 を 含 む コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 で あ っ て 、 該 コ ン ピ
ュ ー タ プ ロ グ ラ ム ロ ジ ッ ク は 、
　 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ；
　 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 内 視 鏡 位 置 で 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ
ー ド ；
　 内 腔 の MPR上 で 、 内 視 鏡 位 置 で 第 １ の 領 域 成 長 を 実 行 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 最 小 間 隔 と 最 大 間 隔 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を
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使 用 し て 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ；
　 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 す
る プ ロ グ ラ ム コ ー ド ；
　 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す る た め の プ ロ
グ ラ ム コ ー ド ；
を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ ３ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 内 腔 の ３ Dデ ー タ を キ ャ プ チ ャ す る た め の プ ロ グ
ラ ム コ ー ド を 有 す る 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ ４ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 ３ Dデ ー タ を 、 コ ン ピ ュ ー タ ト モ グ ラ フ （ CT） 、
ヘ リ カ ル CT、 ｘ 線 、 陽 電 子 射 出 断 層 撮 影 、 蛍 光 透 視 、 超 音 波 、 磁 気 共 鳴 （ MR） 画 像 技 術 の
１ つ に よ り キ ャ プ チ ャ す る 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 ２ ３ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 内 腔 は 結 腸 、 膵 臓 、 気 管 支 、 気 管 、 洞 、 耳 道 、 血
管 、 尿 道 お よ び 膀 胱 の １ つ で あ る 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ ３ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 第 １ の 領 域 成 長 お よ び 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る
デ ー タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 、 投 影 、 表 面 レ ン ダ リ ン グ お よ び 容 積 レ ン ダ リ ン グ の １ つ の
３ Dレ ン ダ リ ン グ 技 術 を 使 用 し て 実 行 す る 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム に お い て 、
　 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る た め の 手 段 ；
　 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 内 視 鏡 位 置 で 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る た め の 手 段 ；
　 内 腔 の MPRを 内 視 鏡 位 置 で 第 １ の 領 域 成 長 を 実 行 す る た め の 手 段 ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 最 小 間 隔 と 最 大 間 隔 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を
使 用 し て 計 算 す る た め の 手 段 ；
　 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 す
る 手 段 ；
　 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す る た め の 手 段
；
を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 に お い て 、
　 ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 内 腔 か ら キ ャ プ チ ャ す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の ３ Dデ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 視 鏡 を 内 腔 内 の 所 望 の 位 置 に 位 置 決 め す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の MPR(多 平 面 復 元 )を 内 視 鏡 位 置 で 、 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の MPR上 で 、 内 視 鏡 位 置 に 置 い て 第 １ の 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を レ ン ダ リ ン グ の た め に マ ー ク す る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の マ ー ク さ れ た デ ー タ か ら 最 小 距 離 と 最 大 距 離 を 、 距 離 マ ッ プ の 相 応 す
る 距 離 を 使 用 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 複 数 の 領 域 成 長 を マ ー ク さ れ た デ ー タ 領 域 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 す る ス テ ッ
プ 、 た だ し 前 記 マ ー ク さ れ た デ ー タ 領 域 は デ ー タ の 最 小 距 離 お よ び 最 大 距 離 の 計 算 に 関 連
す る 閾 値 内 に あ り ；
　 複 数 の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を レ ン ダ リ ン グ の た め に マ ー ク す る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 お よ び 複 数 の 領 域 成 長 に 関 連 す る 、 マ ー ク さ れ た 領 域 を ３ Dレ ン ダ リ ン
グ す る ス テ ッ プ ；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
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　 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、 複 数 の 領 域 成 長 を 、 閾 値 内 に あ る マ ー ク さ れ た デ ー タ
領 域 の 外 側 に あ る す べ て の デ ー タ に 対 し て 複 数 の 領 域 成 長 の 少 な く と も １ つ が 施 さ れ る ま
で 実 行 す る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 仮 想 内 視 鏡 法 の 実 行 、 お よ び よ り 詳 細 に は 仮 想 内 視 鏡 画 像 の 多 平 面 復 元 （ MPR
） と 3次 元 (3D)レ ン ダ リ ン グ を 使 用 す る 仮 想 内 視 鏡 法 の 実 行 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 背 景 技 術
　 仮 想 内 視 鏡 法 （ ま た は 計 算 さ れ た 内 視 鏡 ） は 、 コ ン ピ ュ ー タ ト モ グ ラ フ (CT)ま た は 磁 気
共 鳴 画 像 (MRI)な ど の 3次 元 画 像 デ ー タ セ ッ ト を コ ン ピ ュ ー タ 処 理 す る 診 断 方 法 で あ る 。 こ
こ で は 患 者 の 特 定 の 器 官 を 標 準 の 侵 襲 性 内 視 鏡 手 続 き に よ り 形 成 さ れ る も の と 同 じ よ う に
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し て 可 視 化 す る 。 仮 想 内 視 鏡 法 は 、 気 管 支 鏡 検 査 、 結 腸 鏡 検 査 、 脾 臓 鏡
検 査 、 喉 頭 鏡 検 査 、 お よ び 耳 鏡 検 査 を 含 む 多 く の 内 視 鏡 手 続 き に 適 用 さ れ る 。 仮 想 内 視 鏡
法 を 使 用 す る こ と に よ り 、 患 者 の 特 定 の 解 剖 学 的 構 造 を 非 侵 襲 性 に 得 る こ と が で き る 。 こ
の こ と に よ り 標 準 の 侵 襲 性 内 視 鏡 手 続 き と 関 連 す る 手 続 き 上 の 困 難 性 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 典 型 的 な 仮 想 内 視 鏡 法 手 続 き で は 、 ３ D画 像 が 光 フ ァ イ バ 内 視 鏡 か ら 到 来 す る 画 像 を シ
ミ ュ レ ー ト す る よ う に 形 成 さ れ る 。 従 っ て 例 え ば 結 腸 の よ う な 内 腔 を 飛 空 し 、 結 腸 の 内 側
表 面 を 観 察 し 、 表 面 の 異 常 性 を 検 出 す る こ と が で き る 。 こ の こ と は 、 遠 近 投 影 を 使 用 し て
仮 想 内 視 鏡 法 の 視 点 を 選 択 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 遠 近 投 影 は 典 型 的 に は １ １ ０ ゜ の 広
角 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 得 ら れ た 画 像 は 内 腔 の 内 側 表 面 を 観 察 す る の に 有 益 で あ る が 、 内 腔 の 外 側 表 面 の 上 方 は
典 型 的 に は 不 可 視 で あ る 。 従 っ て 、 内 腔 の 壁 厚 ま た は 内 腔 の 外 側 表 面 に 存 在 す る 異 常 性 を
検 出 す る の は 困 難 で あ る 。 さ ら に 広 角 遠 近 投 影 （ 例 え ば １ ０ ０ ° ま た は １ １ ０ ° ） を 使 用
し て も 、 腫 瘍 の よ う な フ ュ ー チ ャ が 内 腔 の 襞 や 湾 曲 に 隠 さ れ 、 観 察 で き な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 発 明 の 要 約
　 本 発 明 は 、 仮 想 内 視 鏡 法 の た め の シ ス テ ム お よ び 方 法 に よ る 公 知 技 術 に 発 生 す る 前 記 問
題 点 を 克 服 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 が 、 内 腔 の ３ 次 元 デ ー タ を 使
用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る ス テ ッ プ ； 内 腔 の 多 平 面 復 元 （ MPR） を 計 算 す る ス テ ッ プ ；
内 腔 の MPR上 で 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ； 領 域 成 長 か ら デ ー タ を マ ー ク す る ス テ ッ プ
； 領 域 成 長 か ら マ ー ク さ れ た デ ー タ に ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 実 行 す る ス テ ッ プ ； を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 例 で は 、 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 が 、 内 腔 の ３ Dデ ー タ を
使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る ス テ ッ プ ； 内 腔 の MPRを 、 内 視 鏡 位 置 に あ る 内 腔 に 直 交 し
て 計 算 す る ス テ ッ プ ； 内 視 鏡 位 置 に お い て 内 腔 の MPR上 で 第 １ の 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ
ッ プ ； 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を 使 用 し て 、 最 大 距 離
と 最 小 距 離 を 計 算 す る ス テ ッ プ ； 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 の デ ー タ に 対 し て 、 内 腔 の MPR上
で 第 ２ の 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ； 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 し て デ ー
タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 実 行 す る ス テ ッ プ ； を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 例 で は 、 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム が 、 プ ロ グ ラ ム を 格
納 す る た め の メ モ リ デ バ イ ス と 、 該 メ モ リ デ バ イ ス と 通 信 す る プ ロ セ ッ サ と 、 該 プ ロ セ ッ
サ は プ ロ グ ラ ム に よ り 動 作 し て 、 内 腔 の ３ Dデ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 し ： 内 腔
の MPRを 、 内 視 鏡 位 置 に あ る 内 腔 に 直 交 し て 計 算 し ； 内 視 鏡 位 置 に お い て 内 腔 の MPR上 で 第
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１ の 領 域 成 長 を 実 行 し ； 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を 使
用 し て 、 最 大 距 離 と 最 小 距 離 を 計 算 し ； 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 の デ ー タ に 対 し て 、 内 腔 の
MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 実 行 し ； 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 し て デ ー タ の
３ Dレ ン ダ リ ン グ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 例 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 が コ ン ピ ュ ー タ 使 用 可 能 媒 体 を
有 し 、 該 媒 体 は こ れ に 記 憶 さ れ た 、 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ
ム ロ ジ ッ ク を 有 し 、 該 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム ロ ジ ッ ク は 、 内 腔 の ３ Dデ ー タ を 使 用 し て
距 離 マ ッ プ を 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 内 腔 の MPRを 、 内 視 鏡 位 置 に あ る 内 腔 に
直 交 し て 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 内 視 鏡 位 置 に お い て 内 腔 の MPR上 で 第 １ の 領
域 成 長 を 実 行 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 距 離 マ ッ プ か ら
の 相 応 す る 距 離 を 使 用 し て 、 最 大 距 離 と 最 小 距 離 を 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 第
１ の 領 域 成 長 の 外 側 の デ ー タ に 対 し て 、 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 実 行 す る た め の
プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 し て デ ー タ の ３ Dレ ン ダ リ ン
グ を 実 行 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 例 で は 、 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム が 、 内 腔 の ３ Dデ ー
タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る た め の 手 段 ； 内 腔 の MPRを 、 内 視 鏡 位 置 に あ る 内 腔 に
直 交 し て 計 算 す る た め の 手 段 ； 内 視 鏡 位 置 に お い て 内 腔 の MPR上 で 第 １ の 領 域 成 長 を 実 行
す る た め の 手 段 ； 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を 使 用 し て
、 最 大 距 離 と 最 小 距 離 を 計 算 す る た め の 手 段 ； 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 の デ ー タ に 対 し て 、
内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 実 行 す る た め の 手 段 ； 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長
に 関 連 し て デ ー タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 実 行 す る た め の 手 段 ； を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 例 で は 、 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 が 、 内 腔 か ら ３ Dデ ー タ
を キ ャ プ チ ャ す る ス テ ッ プ ； 内 視 鏡 を 内 腔 の 所 望 の 位 置 に 位 置 決 め す る ス テ ッ プ ； 内 腔 の
MPRを 、 内 視 鏡 位 置 に あ る 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ； 内 視 鏡 位 置 に お い て 内 腔 の M
PR上 で 第 １ の 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ； レ ン ダ リ ン グ の た め に 第 １ の 領 域 成 長 と 関 連
し て デ ー タ を マ ー ク す る ス テ ッ プ ； 第 １ の 領 域 成 長 の マ ー ク さ れ た デ ー タ か ら 、 距 離 パ ッ
プ か ら の 相 応 す る 距 離 を 使 用 し て 最 小 距 離 と 最 大 距 離 を 計 算 す る ス テ ッ プ ； マ ー ク さ れ た
デ ー タ の 外 側 に あ り 、 最 小 距 離 と 最 大 距 離 の 計 算 に 関 連 す る 閾 値 内 に あ る デ ー タ に 対 し て
複 数 の 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ； レ ン ダ リ ン グ の た め に 、 複 数 の 領 域 成 長 と 関 連 し て
デ ー タ を マ ー ク す る ス テ ッ プ ； マ ー ク さ れ た 領 域 の ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 、 第 １ の 成 長 と 複
数 の 領 域 成 長 に 関 連 し て 実 行 す る ス テ ッ プ ； を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら な る フ ュ ー チ ャ お よ び 利 点 は 以 下 の 説 明 か ら 、 図 面 お よ び 請 求 項 に 基 づ い て 明 ら か
と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 面 の 簡 単 な 説 明
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 回 路 図
で あ る 。
図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 腔 の ３ 次 元 レ ン ダ リ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
図 ４ は 、 ３ D中 に レ ン ダ リ ン グ さ れ な か っ た 部 分 を 含 む 、 ３ Dに レ ン ダ リ ン グ さ れ た 内 腔 を
示 す 図 で あ る 。
図 ５ は 、 ３ Dに レ ン ダ リ ン グ さ れ な か っ た 図 ４ の 内 腔 の 部 分 を 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ り ３ D
に レ ン ダ リ ン グ し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム １ ０ ０ の ブ ロ ッ
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ク 回 路 図 で あ る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ス テ ム １ ０ ０ は と り わ け 、 走 査 デ バ イ ス １ ０
５ ， パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ PC） １ １ ０ 、 お よ び イ ー サ ネ ッ ト ワ ー ク １ ２ ０ を 介 し て 接
続 さ れ た 操 作 者 コ ン ソ ー ル １ １ ５ を 有 す る 。 走 査 デ バ イ ス １ ０ ５ は 磁 気 共 鳴 画 像 デ バ イ ス
（ MRI） 、 コ ン ピ ュ ー タ ト モ グ ラ フ 画 像 デ バ イ ス （ CT） 、 ヘ リ カ ル CTデ バ イ ス 、 陽 電 子 射
出 断 層 撮 影 デ バ イ ス （ PET） 、 ２ 次 元 ま た は ３ 次 元 蛍 光 透 視 画 像 デ バ イ ス 、 ２ D,３ Dま た は
４ D超 音 波 画 像 デ バ イ ス 、 ま た は ｘ 線 画 像 デ バ イ ス 等 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 Ｐ Ｃ １ １ ０ は 携 帯 コ ン ピ ュ ー タ 、 ラ ッ プ ト ッ プ コ ン ピ ュ ー タ 、 ま た は Ｐ Ｄ Ａ 等 と す る こ
と が で き 、 中 央 演 算 ユ ニ ッ ト （ CPU） １ ２ ５ と メ モ リ １ ３ ０ を 有 し 、 入 力 端 １ ４ ５ と 出 力
端 １ ５ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 メ モ リ １ ３ ０ は Ｒ Ａ Ｍ １ ３ ５ と Ｒ Ｏ Ｍ １ ４ ０ を 有 す る 。 メ モ
リ １ ３ ０ は ま た デ ー タ ベ ー ス 、 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 、 テ ー プ ド ラ イ ブ 等 、 ま た は そ れ ら の 組
み 合 わ せ を 含 む こ と が で き る 。 Ｒ Ａ Ｍ １ ３ ５ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ５ で プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ る
際 に 使 用 さ れ る デ ー タ を 記 憶 す る デ ー タ メ モ リ と し て 機 能 し 、 ワ ー ク エ リ ア と し て 使 用 さ
れ る 。 Ｒ Ｏ Ｍ １ ４ ０ は Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ５ で 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る プ ロ グ ラ ム メ モ リ
と し て 機 能 す る 。 入 力 端 １ ４ ５ は キ ー ボ ー ド 、 マ ウ ス 等 と し て 構 成 さ れ て お り 、 出 力 端 １
５ ０ は 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ LCD） 、 陰 極 線 管 （ CRT） デ ィ ス プ レ イ 、 プ リ ン タ 等 に よ り 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 シ ス テ ム １ ０ ０ の 動 作 は 操 作 者 コ ン ソ ー ル １ １ ５ か ら 制 御 さ れ る 。 こ の コ ン ソ ー ル は コ
ン ト ロ ー ラ １ ６ ０ と デ ィ ス プ レ イ １ ５ ５ を 有 す る 。 操 作 者 コ ン ソ ー ル １ １ ５ は Ｐ Ｃ １ １ ０
お よ び 走 査 デ バ イ ス １ ０ ５ と 通 信 し 、 走 査 デ バ イ ス １ ０ ５ に よ り 収 集 さ れ た ２ D画 像 デ ー
タ を Ｐ Ｃ １ １ ０ に よ っ て ３ Dデ ー タ に レ ン ダ リ ン グ し て 、 デ ィ ス プ レ イ １ ５ ５ で 観 察 す る
こ と が で き る 。 Ｐ Ｃ １ １ ０ は 、 操 作 者 コ ン ソ ー ル １ １ ５ が な く て も 走 査 デ バ イ ス １ ０ ５ に
よ り 供 給 さ れ た 情 報 を 処 理 し 、 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 の 動 作 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ３ Dデ ー タ が 内 腔 か ら キ ャ プ チ ャ さ れ る （ ス テ ッ プ
２ ０ ５ ） 。 こ の こ と は 走 査 デ バ イ ス １ ０ ５ ， こ の 実 施 例 で は CTス キ ャ ナ を 使 用 し て 実 行 さ
れ る 。 CTス キ ャ ナ は 操 作 者 コ ン ソ ー ル １ １ ５ で 操 作 さ れ 、 選 択 さ れ た 内 腔 を 走 査 し 、 こ れ
に よ り こ の 内 腔 に 関 連 す る ２ D画 像 シ ー ケ ン ス を 発 生 す る 。 内 腔 の ２ D画 像 は 次 に ３ Dレ ン
ダ リ ン グ 画 像 に 変 換 さ れ る 。 内 腔 は 結 腸 、 膵 臓 、 気 管 支 、 咽 頭 、 気 管 、 洞 、 耳 道 、 血 管 、
尿 道 、 膀 胱 、 ま た は 他 の 内 部 開 放 空 間 ま た は 管 状 気 管 の 空 洞 の い ず れ で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ３ Dデ ー タ が 内 腔 か ら キ ャ プ チ ャ さ れ た 後 、 距 離 マ ッ プ が 内 腔 か ら の ３ Dデ ー タ を 使 用 し
て 計 算 さ れ る （ ス テ ッ プ ２ １ ０ ） 。 距 離 マ ッ プ は 、 内 腔 の 第 １ ボ ク セ ル （ 例 え ば シ ー ド ボ
ク セ ル ） に 値 １ の 初 期 距 離 を 割 り 当 て る こ と に よ り 計 算 さ れ る 。 第 １ ボ ク セ ル に 隣 接 す る
ボ ク セ ル が 検 査 さ れ 、 こ れ ら が 内 腔 に 所 属 し 、 以 前 に 距 離 値 が 割 り 当 て ら れ て い な け れ ば
、 こ れ ら に 値 ２ の 距 離 が 割 り 当 て ら れ る 。 引 き 続 き 、 値 ２ の 距 離 が 割 り 当 て ら れ た ボ ク セ
ル に 隣 接 す る ボ ク セ ル に 、 こ れ ら が 内 腔 に 所 属 し て お り 、 以 前 に 距 離 値 が 割 り 当 て ら れ て
い な け れ ば 、 値 ３ の 距 離 が 割 り 当 て ら れ る 。 こ の プ ロ セ ス は 、 内 腔 内 の す べ て の ボ ク セ ル
に 距 離 値 が 割 り 当 て ら れ る ま で 繰 り 返 さ れ る 。 従 っ て 距 離 マ ッ プ の 計 算 中 に 、 距 離 値 ｎ を
有 す る ボ ク セ ル の 隣 接 ボ ク セ ル に 、 こ れ ら が 内 腔 に 所 属 し 、 未 だ 距 離 値 が 割 り 当 て ら れ て
い な け れ ば 、 ｎ ＋ １ の 距 離 値 が 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 （ 仮 想 内 視 鏡 ） が 内 腔 の 所 望 の 位 置 に 位 置 決 め さ れ る
（ ス テ ッ プ ２ １ ５ ） 。 こ の こ と は ユ ー ザ が 、 分 析 を 所 望 す る 内 宮 の エ リ ア に 関 連 す る ス ク
リ ー ン 位 置 を ク リ ッ ク す る か 、 ま た は 内 腔 の 飛 点 を プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ た 飛 航 路 を 介 し て
所 望 の 位 置 に 誘 導 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 ス テ ッ プ ２ １ ５ の 後 、 内 視 鏡 位 置 に あ る 内 腔
に 直 交 す る 多 平 面 復 元 （ MPR） が 計 算 さ れ る 。 次 に 内 腔 の MPR画 像 を 使 用 し て 、 内 視 鏡 位 置
で の 領 域 成 長 が 実 行 さ れ る （ ス テ ッ プ ２ ２ ５ ） 。 ス テ ッ プ ２ １ ０ で の 距 離 マ ッ プ の 計 算 プ
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ロ セ ス と 同 様 に 、 領 域 成 長 で は シ ー ド ボ ク セ ル が 例 え ば 内 視 鏡 位 置 の 中 央 に 選 択 さ れ 、 こ
れ に 第 １ の 値 が 割 り 当 て ら れ る 。 そ の 隣 接 ボ ク セ ル が 次 に 読 み 出 さ れ 、 こ の 隣 接 ボ ク セ ル
が 閾 値 範 囲 と 比 較 さ れ 、 こ の よ う な 隣 接 ボ ク セ ル が 閾 値 範 囲 内 に あ る か ど う か 決 定 す る 。
こ の 閾 値 範 囲 は 、 内 腔 内 の 対 象 領 域 を マ ー キ ン グ す る こ と に よ り 決 定 す る こ と が で き る 。
ボ ク セ ル が こ の 閾 値 範 囲 内 に あ れ ば 、 こ の ボ ク セ ル に 第 ２ の 値 が 割 り 当 て ら れ る 。 こ の プ
ロ セ ス は 、 対 象 領 域 に あ る す べ て の ボ ク セ ル が 検 査 さ れ 、 値 が 割 り 当 て ら れ る ま で 繰 り 返
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ は 、 ３ Dレ ン ダ リ ン グ に 対 す る 候 補 と し て マ ー ク さ れ る （ ス
テ ッ プ ２ ３ ０ ） 。 こ の デ ー タ は こ れ に 識 別 子 を 割 り 当 て る こ と に よ り マ ー ク さ れ る 。 識 別
子 は MPRの 他 の す べ て の ピ ク セ ル ま た は ボ ク セ ル 値 と は 異 な る 値 と す る こ と が で き る 。 こ
の 時 点 で ユ ー ザ は ス テ ッ プ ２ ６ ０ で 、 マ ー ク さ れ た デ ー タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 実 行 す る
こ と が で き る 。 ま た は ユ ー ザ は MPR画 像 の 変 形 を ス テ ッ プ ２ ４ ０ で 継 続 す る こ と が で き る
（ ス テ ッ プ ２ ３ ５ ） 。 ユ ー ザ が ス テ ッ プ ２ ６ ０ に 進 め ば 、 MPRデ ー タ は マ ー ク さ れ た デ ー
タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ と 組 み 合 わ さ れ て 、 内 腔 の 強 調 画 像 を 提 供 す る 。 言 い 替 え る と 、 MPR
に マ ー ク さ れ た ピ ク セ ル ま た は ボ ク セ ル は 内 腔 の ３ Dレ ン ダ リ ン グ に よ り 置 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ の 実 施 例 画 像 ３ ０ ０ は 、 ス テ ッ プ ２ ３ ５ か ら ス テ ッ プ ２ ６ ０ へ 直 接 進 ん だ 結 果 か ら
得 ら れ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 内 腔 の 外 側 の 情 報 （ こ の 例 で は 内 腔 は 結 腸 で あ る ） も 観 察
す る こ と が で き る 。 と り わ け 、 結 腸 壁 の 厚 さ を こ の 外 側 の 情 報 を 使 用 す る こ と に よ り 検 出
す る こ と が で き 、 ポ リ ー プ の よ う な 異 常 性 を 観 察 す る こ と が で き る 。 さ ら に 周 囲 の MPR画
像 部 分 （ 結 腸 の 不 鮮 明 画 像 ） は レ ン ダ リ ン グ さ れ な い 。 な ぜ な ら こ れ ら は レ ン ダ リ ン グ の
た め に マ ー ク さ れ て い な い か ら で あ る 。 従 っ て 画 像 ３ ０ ０ は 、 ユ ー ザ に よ り ス テ ッ プ ２ １
５ で 以 前 に 選 択 さ れ た 内 腔 の 所 望 部 分 だ け を 表 示 す る 。 ス テ ッ プ ２ ３ ５ か ら ス テ ッ プ ２ ６
０ へ 直 接 進 む オ プ シ ョ ン に よ っ て ユ ー ザ は 、 湾 曲 ま た は 隆 起 の よ う な 問 題 の な い 内 腔 の 部
分 を 迅 速 に 取 り 扱 う こ と が で き る 。 し か し ス テ ッ プ ２ ３ ５ を 取 り 除 い て 、 図 ２ の シ ー ケ ン
ス を 直 接 ス テ ッ プ ２ ４ ０ に 進 ま せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ユ ー ザ が MPR画 像 を さ ら に 変 形 ま た は 強 調 し た け れ ば 、 第 １ 領 域 成 長 の マ ー ク さ れ た デ
ー タ の 最 小 距 離 と 最 大 距 離 が 距 離 マ ッ プ か ら 計 算 さ れ る （ ス テ ッ プ ２ ４ ０ ） 。 こ の こ と は
、 マ ー ク さ れ た す べ て の デ ー タ （ マ ー ク さ れ た ピ ク セ ル ま た は ボ ク セ ル ） の 距 離 値 を 調 べ
、 そ れ ら の 相 応 す る 位 置 か ら の そ の 最 小 距 離 と 最 大 距 離 を ス テ ッ プ ２ １ ０ の 距 離 マ ッ プ に
表 作 成 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 い っ た ん 距 離 値 が 計 算 さ れ れ ば 、 付 加 的 な 領 域 成 長 を 、
所 望 の 内 腔 部 分 で あ る 第 １ の マ ー ク 領 域 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 す る こ と が で き
る 。 マ ー ク 領 域 の 外 側 に あ る デ ー タ の 例 が 図 ４ の 画 像 ４ ０ ０ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 画 像 ４ ０ ０ は ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 施 さ な か っ た 内 腔 部 分 を 含 ん で い
る （ こ の 例 で も 内 腔 は 結 腸 で あ る ） 。 矢 印 は こ の 部 分 を 示 す （ す な わ ち 第 １ の 領 域 成 長 後
に マ ー ク さ れ な か っ た 内 腔 部 分 ） 。 矢 印 で 示 さ れ た こ の 部 分 を レ ン ダ リ ン グ す る た め に 、
別 の 領 域 成 長 が 第 １ 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 さ れ る （ ス テ ッ プ ２ ４ ５ ）
。 こ の こ と は 、 第 １ の 領 域 成 長 後 に マ ー ク さ れ な か っ た 内 腔 に 所 属 す る MPRの ピ ク セ ル ま
た は ボ ク セ ル を す べ て 検 査 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 こ の よ う な ピ ク セ ル ま た は ボ ク セ ル
が 発 見 さ れ 、 こ れ ら が 第 １ 領 域 成 長 か ら マ ー ク さ れ た デ ー タ の 最 小 距 離 ま た は 最 大 距 離 に
近 似 し て い れ ば 、 こ れ ら は 引 き 続 く 領 域 成 長 （ 例 え ば 第 ２ ， 第 ３ の 領 域 成 長 ） の た め の シ
ー ド と し て 使 用 さ れ る 。 こ れ に 続 い て 、 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ が ３ Dレ ン ダ リ ン グ に
対 す る 候 補 と し て マ ー ク さ れ 、 識 別 子 が 割 り 当 て ら れ る （ ス テ ッ プ ２ ５ ０ ） 。 こ の シ ー ケ
ン ス （ ス テ ッ プ ２ ４ ５ ～ ２ ５ ５ ） は 、 シ ー ド ピ ク セ ル と 第 １ 領 域 成 長 と の 距 離 に 基 づ く す
べ て の 領 域 成 長 が 実 行 さ れ る ま で 繰 り 返 さ れ る （ ス テ ッ プ ２ ５ ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ つ だ け の 領 域 成 長 を こ の シ ー ケ ン ス （ ス テ ッ プ ２ ４ ５ ～ ２ ５ ５ ） で 行 い 、 こ の １ つ の
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領 域 成 長 の 後 に ス テ ッ プ ２ ６ ０ へ 直 接 進 む こ と も で き る 。 言 い 替 え る と 、 第 ２ 領 域 成 長 だ
け を こ の シ ー ケ ン ス で 実 行 し 、 第 ３ ， 第 ４ の 領 域 成 長 は 行 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ス テ ッ プ ２ ４ ０ か ら の ） 計 算 さ れ た 最 大 距 離 お よ び 最 小 距 離 に 基 づ く 閾 値 は 、 第 ２ の
領 域 成 長 ま た は 引 き 続 く 領 域 成 長 を 実 行 す べ き エ リ ア を 制 限 す る た め に セ ッ ト す る こ と が
で き る 。 例 え ば 閾 値 は 単 純 に 、 計 算 さ れ た 最 小 距 離 お よ び 最 大 距 離 に セ ッ ト す る こ と が で
き る （ 従 っ て 第 ２ の 領 域 成 長 は こ の ポ イ ン ト を 越 え る こ と が で き な い ） 。 ま た 閾 値 は 計 算
さ れ た 最 小 距 離 お よ び 最 大 距 離 の 半 分 に セ ッ ト す る こ と も 、 計 算 さ れ た 最 大 距 離 お よ び 最
小 距 離 を 越 え て 制 限 す る よ う に セ ッ ト す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ ２ ６ ０ で 、 ３ Dレ ン ダ リ ン グ が 第 １ ， 第 ２ ， 第 ３ の 領 域 成 長 の マ ー ク さ れ た デ
ー タ に つ い て 実 行 さ れ る 。 こ こ で は 投 影 、 表 面 レ ン ダ リ ン グ （ 表 面 陰 影 レ ン ダ リ ン グ ） 、
容 積 レ ン ダ リ ン 等 の ３ Dレ ン ダ リ ン グ 技 術 が 使 用 さ れ る 。 ３ Dレ ン ダ リ ン グ は 図 １ の Ｃ Ｐ Ｕ
１ ２ ５ を 使 用 し て 、 ま た は グ ラ フ ィ ッ ク カ ー ド 、 容 積 レ ン ダ リ ン グ カ ー ド 等 の 専 用 レ ン ダ
リ ン グ ハ ー ド ウ エ ア に よ り 実 行 す る こ と が で き る 。 マ ー ク さ れ た MPR画 像 の 得 ら れ た ３ Dレ
ン ダ リ ン グ 結 果 が 図 ５ の 画 像 ５ ０ ０ に 示 さ れ て い る 。 画 像 ５ ０ ０ に よ り 示 さ れ る よ う に 、
矢 印 で 示 さ れ た 図 ４ の 内 腔 部 分 が 可 視 と な っ て い る 。 従 っ て 結 腸 の 壁 の 外 に あ る 情 報 が 可
視 で あ り 、 結 腸 壁 の 厚 さ の よ う な 情 報 を 検 出 し 、 ポ リ ー プ の よ う な 異 常 性 を 観 察 す る こ と
が で き る 。 ス テ ッ プ ２ ６ ０ で ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 実 行 し た 後 、 ユ ー ザ は 内 視 鏡 を 内 腔 内 の
別 の 部 分 に 移 動 し 、 前 記 プ ロ セ ス を 繰 り 返 す こ と が で き る （ ス テ ッ プ ２ ６ ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は ハ ー ド ウ エ ア 、 ソ フ ト ウ エ ア 、 フ ァ ー ム ウ エ ア 、 特 別 の 専 用 プ ロ セ ッ サ 、 ま た
は そ れ ら の 組 み 合 わ せ で 実 現 す る こ と が で き る 。 実 施 例 で 本 発 明 は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ
ロ グ ラ ム と し て の ソ フ ト ウ エ ア に 実 現 さ れ て お り 、 プ ロ グ ラ ム 記 憶 デ バ イ ス に 具 現 さ れ て
い る 。 こ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム は ア ッ プ ロ ー ド す る こ と が で き 、 適 切 な ア ー キ テ
ク チ ャ を 有 す る マ シ ン に よ り 実 行 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム の ブ ロ ッ
ク 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 の 動 作 を 示 す
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 腔 の ３ 次 元 レ ン ダ リ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 ３ D中 に レ ン ダ リ ン グ さ れ な か っ た 部 分 を 含 む 、 ３ Dに レ ン ダ リ ン グ さ れ
た 内 腔 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 ３ Dに レ ン ダ リ ン グ さ れ な か っ た 図 ４ の 内 腔 の 部 分 を 、 本 発 明 の 実 施 例
に よ り ３ Dに レ ン ダ リ ン グ し た 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 21日 (2005.2.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る 方 法 に お い て 、
　 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 内 視 鏡 位 置 に お い て 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の MPR上 で 、 内 視 鏡 位 置 に お い て 第 １ の 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 最 小 距 離 と 最 大 距 離 を 、 距 離 マ ッ プ の 相 応 す る 距 離 を 使 用
し て 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の MPR上 で 、 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 第 ２ の 領 域 成 長 を 実 行 す
る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す る ス テ ッ プ ；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 ３ Dデ ー タ を 内 腔 か ら キ ャ プ チ ャ す る ス テ ッ プ を さ ら に
有 す る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 に お い て 、 ３ Dデ ー タ を 、 コ ン ピ ュ ー タ ト モ グ ラ フ （ CT） 、 ヘ リ カ
ル CT、 ｘ 線 、 陽 電 子 射 出 断 層 撮 影 、 蛍 光 透 視 、 超 音 波 、 磁 気 共 鳴 （ MR） 画 像 技 術 の １ つ に
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よ り キ ャ プ チ ャ す る 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 第 １ の 領 域 成 長 か ら 、 レ ン ダ リ ン グ す べ き デ ー タ を マ ー
ク す る ス テ ッ プ を さ ら に 有 す る 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 第 ２ の 領 域 成 長 か ら 、 レ ン ダ リ ン グ す べ き デ ー タ を マ ー
ク す る ス テ ッ プ を さ ら に 有 す る 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 内 腔 は 結 腸 、 膵 臓 、 気 管 支 、 気 管 、 洞 、 耳 道 、 血 管 、 尿
道 お よ び 膀 胱 の １ つ で あ る 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ の ３
Dレ ン ダ リ ン グ を 、 投 影 、 表 面 レ ン ダ リ ン グ 、 容 積 レ ン ダ リ ン グ の う ち の １ つ の ３ Dレ ン ダ
リ ン グ 技 術 を 使 用 し て 実 行 す る 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 計 算 さ れ た 最 小 距 離 と 最 大 距 離 に 関
連 す る 閾 値 内 で 実 行 す る 。
【 請 求 項 ９ 】
　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム に お い て 、
　 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る た め の メ モ リ デ バ イ ス と 、 該 メ モ リ デ バ イ ス と 通 信 す る プ ロ セ ッ
サ を 有 し 、
　 該 プ ロ セ ッ サ は プ ロ グ ラ ム に よ り 動 作 し て 、
　 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 し ；
　 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 、 内 視 鏡 位 置 に お い て 内 腔 に 直 交 し て 計 算 し ；
　 内 腔 の MPR上 で 、 第 １ の 領 域 成 長 を 内 視 鏡 位 置 に お い て 実 行 し ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 最 小 距 離 と 最 大 距 離 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を
使 用 し て 計 算 し ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の 外 に あ る デ ー タ を 、 計 算 さ れ た 最 大 距 離 と 最 小 距 離 を 使 用 し て 検 出 し
；
　 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 し
；
　 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 実 行 す る ；
こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 プ ロ セ ッ サ は さ ら に プ ロ グ ラ ム コ ー ド に よ り 動 作 し
て 、 内 腔 の ３ Dデ ー タ を キ ャ プ チ ャ す る 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 ３ Dデ ー タ は コ ン ピ ュ ー タ ト モ グ ラ フ （ CT） 、 ヘ
リ カ ル CT、 ｘ 線 、 陽 電 子 射 出 断 層 撮 影 、 蛍 光 透 視 、 超 音 波 、 磁 気 共 鳴 （ MR） 画 像 技 術 の １
つ を 使 用 す る 走 査 デ バ イ ス に よ り キ ャ プ チ ャ さ れ る 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ
が マ ー ク さ れ る 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 プ ロ セ ッ サ は プ ロ グ ラ ム コ ー ド に よ り さ ら に 動 作 し
て 、 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ か ら 得 ら れ た
画 像 を 表 示 す る 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、 画 像 は デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス に よ り 表 示 さ れ る 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め に 記 録 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ ロ ジ ッ ク を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ
に よ り 使 用 可 能 な 媒 体 を 含 む コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 で あ っ て 、 該 コ ン ピ ュ ー タ ロ ジ
ッ ク は 、
　 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ；
　 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 内 視 鏡 位 置 で 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ
ー ド ；
　 内 腔 の MPR上 で 、 第 １ の 領 域 成 長 を 内 視 鏡 位 置 で 実 行 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 最 小 間 隔 と 最 大 間 隔 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を
使 用 し て 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の 外 に あ る デ ー タ を 、 計 算 さ れ た 最 大 距 離 と 最 小 距 離 を 使 用 し て 検 出 す
る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ；
　 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 第 １ の 領 域 成 長 の 外 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 す る
プ ロ グ ラ ム コ ー ド ；
　 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す る た め の プ ロ
グ ラ ム コ ー ド ；
を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 に お い て 、 ３ Dデ ー タ を 内 腔 か ら キ ャ プ
チ ャ す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド を さ ら に 含 む 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 に お い て 、 ３ Dデ ー タ は 、 コ ン ピ ュ ー タ
ト モ グ ラ フ （ CT） 、 ヘ リ カ ル CT、 ｘ 線 、 陽 電 子 射 出 断 層 撮 影 、 蛍 光 透 視 、 超 音 波 、 磁 気 共
鳴 （ MR） 画 像 技 術 の １ つ に よ り キ ャ プ チ ャ さ れ る 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ５ 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 に お い て 、 内 腔 は 結 腸 、 膵 臓 、 気 管 支 、
気 管 、 洞 、 耳 道 、 血 管 、 尿 道 お よ び 膀 胱 の １ つ で あ る 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ５ 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 に お い て 、 第 １ の 領 域 成 長 お よ び 第 ２ の
領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ は 、 投 影 、 表 面 レ ン ダ リ ン グ お よ び 容 積 レ
ン ダ リ ン グ の １ つ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ 技 術 を 使 用 し て 実 行 さ れ る 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム に お い て 、
　 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る た め の 手 段 ；
　 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 内 視 鏡 位 置 で 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る た め の 手 段 ；
　 内 腔 の MPR上 で 第 １ の 領 域 成 長 を 、 内 視 鏡 位 置 に お い て 実 行 す る た め の 手 段 ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 最 小 間 隔 と 最 大 間 隔 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を
使 用 し て 計 算 す る た め の 手 段 ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の 外 に あ る デ ー タ を 、 計 算 さ れ た 最 大 距 離 と 最 小 距 離 を 使 用 し て 検 出 す
る た め の 手 段 ；
　 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 す
る 手 段 ；
　 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す る た め の 手 段
；
を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 に お い て 、
　 内 腔 か ら ３ 次 元 (3D)デ ー タ を キ ャ プ チ ャ す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の ３ Dデ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 内 視 鏡 を 内 腔 の 所 望 位 置 に 位 置 決 め す る ス テ ッ プ ；
　 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 内 視 鏡 位 置 に お い て 、 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ；
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　 内 腔 の MPR上 で 第 １ の 領 域 成 長 を 内 視 鏡 位 置 で 実 行 す る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を レ ン ダ リ ン グ の た め に マ ー ク す る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の マ ー ク さ れ た デ ー タ か ら 最 小 距 離 と 最 大 距 離 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相
応 す る 距 離 を 使 用 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 の 外 に あ る デ ー タ を 、 計 算 さ れ た 最 大 距 離 と 最 小 距 離 を 使 用 し て 検 出 す
る ス テ ッ プ ；
　 デ ー タ の 最 小 距 離 と 最 大 距 離 の 計 算 に 関 連 す る 閾 値 内 に あ る 、 マ ー ク さ れ た デ ー タ 領 域
の 外 に あ る デ ー タ に 対 し て 複 数 の 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ；
　 複 数 の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を レ ン ダ リ ン グ の た め に マ ー ク す る ス テ ッ プ ；
　 第 １ の 領 域 成 長 と 複 数 の 領 域 成 長 に 関 連 し て 、 マ ー ク さ れ た 領 域 を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す
る ス テ ッ プ ；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 複 数 の 領 域 成 長 を 、 閾 値 内 に あ る マ ー ク さ れ た デ ー タ
領 域 の 外 に あ る す べ て の デ ー タ に 対 し て 複 数 の 領 域 成 長 の 少 な く と も １ つ が 施 さ れ る ま で
実 行 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 で は 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 内
腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る ス テ ッ プ ； 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復
元 ） を 内 視 鏡 位 置 に お い て 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ； 内 腔 の MPR上 で 、 内 視 鏡 位
置 に お い て 第 １ の 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ； 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か ら 最 小 距 離 と
最 大 距 離 を 、 距 離 マ ッ プ の 相 応 す る 距 離 を 使 用 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ； 内 腔 の MPR上 で 、
第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て 第 ２ の 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ； 第 １ の
領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す る ス テ ッ プ ； 有 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 側 面 で は 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。 こ の シ ス
テ ム は 、 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る た め の メ モ リ デ バ イ ス と 、 該 メ モ リ デ バ イ ス と 通 信 す る プ
ロ セ ッ サ を 有 し 、 該 プ ロ セ ッ サ は プ ロ グ ラ ム に よ り 動 作 し て 、 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を
使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 し ； 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 、 内 視 鏡 位 置 に お い て 内 腔 に
直 交 し て 計 算 し ； 内 腔 の MPR上 で 、 第 １ の 領 域 成 長 を 内 視 鏡 位 置 に お い て 実 行 し ； 第 １ の
領 域 成 長 の デ ー タ か ら 最 小 距 離 と 最 大 距 離 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を 使 用 し て
計 算 し ； 第 １ の 領 域 成 長 の 外 に あ る デ ー タ を 、 計 算 さ れ た 最 大 距 離 と 最 小 距 離 を 使 用 し て
検 出 し ； 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に 対 し て
実 行 し ； 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ の ３ Dレ ン ダ リ ン グ を 実 行 す
る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 別 の 側 面 に よ れ ば 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め に 記 録 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ ロ ジ ッ
ク を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ に よ り 使 用 可 能 な 媒 体 を 含 む コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 が 提 供
さ れ る 。 こ の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 の コ ン ピ ュ ー タ ロ ジ ッ ク は 、 内 腔 の ３ 次 元 (3D)
デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 内 腔 の MPR（ 多 平 面 復
元 ） を 内 視 鏡 位 置 で 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 内 腔 の MPR上 で 、
第 １ の 領 域 成 長 を 内 視 鏡 位 置 で 実 行 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー
タ か ら 最 小 間 隔 と 最 大 間 隔 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を 使 用 し て 計 算 す る た め の
プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 第 １ の 領 域 成 長 の 外 に あ る デ ー タ を 、 計 算 さ れ た 最 大 距 離 と 最 小 距 離
を 使 用 し て 検 出 す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 第 １ の
領 域 成 長 の 外 に あ る デ ー タ に 対 し て 実 行 す る プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の
領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す る た め の プ ロ グ ラ ム コ ー ド ； を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 側 面 に よ れ ば 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。 こ の
シ ス テ ム は 、 内 腔 の ３ 次 元 (3D)デ ー タ を 使 用 し て 距 離 マ ッ プ を 計 算 す る た め の 手 段 ； 内 腔
の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 内 視 鏡 位 置 で 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る た め の 手 段 ； 内 腔 の MPR上 で
第 １ の 領 域 成 長 を 、 内 視 鏡 位 置 に お い て 実 行 す る た め の 手 段 ； 第 １ の 領 域 成 長 の デ ー タ か
ら 最 小 間 隔 と 最 大 間 隔 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を 使 用 し て 計 算 す る た め の 手 段
； 第 １ の 領 域 成 長 の 外 に あ る デ ー タ を 、 計 算 さ れ た 最 大 距 離 と 最 小 距 離 を 使 用 し て 検 出 す
る た め の 手 段 ； 内 腔 の MPR上 で 第 ２ の 領 域 成 長 を 、 第 １ の 領 域 成 長 の 外 側 に あ る デ ー タ に
対 し て 実 行 す る 手 段 ； 第 １ の 領 域 成 長 と 第 ２ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー タ を ３ Dレ ン ダ リ
ン グ す る た め の 手 段 ； を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 側 面 に よ れ ば 仮 想 内 視 鏡 法 を 実 行 す る た め の 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 方 法
は 、 内 腔 か ら ３ 次 元 (3D)デ ー タ を キ ャ プ チ ャ す る ス テ ッ プ ； 内 腔 の ３ Dデ ー タ を 使 用 し て
距 離 マ ッ プ を 計 算 す る ス テ ッ プ ； 内 視 鏡 を 内 腔 の 所 望 位 置 に 位 置 決 め す る ス テ ッ プ ； 内 腔
の MPR（ 多 平 面 復 元 ） を 内 視 鏡 位 置 に お い て 、 内 腔 に 直 交 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ； 内 腔 の M
PR上 で 第 １ の 領 域 成 長 を 内 視 鏡 位 置 で 実 行 す る ス テ ッ プ ； 第 １ の 領 域 成 長 に 関 連 す る デ ー
タ を レ ン ダ リ ン グ の た め に マ ー ク す る ス テ ッ プ ； 第 １ の 領 域 成 長 の マ ー ク さ れ た デ ー タ か
ら 最 小 距 離 と 最 大 距 離 を 、 距 離 マ ッ プ か ら の 相 応 す る 距 離 を 使 用 し て 計 算 す る ス テ ッ プ ；
第 １ の 領 域 成 長 の 外 に あ る デ ー タ を 、 計 算 さ れ た 最 大 距 離 と 最 小 距 離 を 使 用 し て 検 出 す る
ス テ ッ プ ； デ ー タ の 最 小 距 離 と 最 大 距 離 の 計 算 に 関 連 す る 閾 値 内 に あ る 、 マ ー ク さ れ た デ
ー タ 領 域 の 外 に あ る デ ー タ に 対 し て 複 数 の 領 域 成 長 を 実 行 す る ス テ ッ プ ； 複 数 の 領 域 成 長
に 関 連 す る デ ー タ を レ ン ダ リ ン グ の た め に マ ー ク す る ス テ ッ プ ； 第 １ の 領 域 成 長 と 複 数 の
領 域 成 長 に 関 連 し て 、 マ ー ク さ れ た 領 域 を ３ Dレ ン ダ リ ン グ す る ス テ ッ プ ； を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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代理人(译) 矢野俊夫
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供了一种用于执行虚拟内窥镜检查的系统（100）和方法（205-
265）。方法（205-265）包括使用腔的三维（3D）数据计算（210）距
离图的步骤;在内窥镜位置内插入腔MPR（多平面恢复）正交地计算腔
（220）;生长在管腔MPR，进行内窥镜位置（225），其中，与所述第
一区域相关联的生长数据被标记（230）的第一区域;第一区域生长的最
小和最大距离从标记数据，使用距离图步骤（240）的相应距离来计算;
对于第一区域增长之外的数据，在流明的MPR上执行第二区域增长，其
中标记与第二区域增长相关联的数据（245）25）; 3D渲染（260）与第
一区域增长和第二区域增长相关联的数据。
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